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研究成果の概要（和文）：沖縄の貧困を解明するために、本助成をうけることで次の3つの調査を行うことにな
った。まずひとつは沖縄の風俗業界で働く若者のインタビュー調査を実施した。この調査では、彼らの生育環
境、友人関係、結婚、就職、文化などについて調べた。次に全国学力・学習状況調査の沖縄の結果の分析（2013
年、2014年）を行った。最後に沖縄の教員が、貧困世帯の子どもをどのように捉えて、関わりを作ったのかにつ
いて、各年代ごとにどういった傾向があるのかについて分析した。

研究成果の概要（英文）：We conducted three investigations to clarify the poverty of Okinawa. We 
conducted an interview survey of young people working in the sex industry in Okinawa. We studied 
about their habitat environment, friend relationship, marriage, employment, culture etc. We 
conducted an analysis of the Result of the National Assessment Test in Okinawa. I also analyzed how 
the teachers in Okinawa captured the children of poor households and made relationships.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
長く沖縄では、潤沢な地縁・血縁の相互扶

助ネットワークが、人々が貧困に陥ることを
防いでいるとされてきた（八木：1987 年）。
しかし近年の沖縄県内のマスコミによるル
ポルタージュ（沖縄タイムス：2013 年）や、
児童相談所・NPO 団体などによる実態調査
（「沖縄子ども白書」編集委員会：2010 年）
からうかがえるのは、以前のような相互扶助
ネットワークは少なくとも今日ではもはや
十分に機能せず、沖縄においても貧困状況が
拡大している事実である。 
本申請の代表者は、こうした沖縄における

貧困の拡大をめぐる問題について、これまで
以下のような研究に関わってきた。 
(1)申請代表者が研究代表である共同研究
「沖縄における若年者の移行過程に関する
コーホート調査」（基盤 B）：2007 年－2011 年
の 5カ年間、同一コーホートの若者を追跡す
るパネル調査研究に取り組み、非大都市定住
者に様々な不利が集中していること、その点
が殊に沖縄において鋭い形で現れているこ
とを指摘した。 
(2)同じく申請代表者が研究代表である共同
研究「沖縄地方におけるリスク層の若者移行
調査」（若手 B：2012－2013 年、以下「沖縄・
リスク層調査」）：(1)のような統計的調査で
は捕捉が難しい、リスクの集中する若者たち
がおかれた実態を把握すべく、沖縄をフィー
ルドとして、10 代から 20 代前半の中卒・高
校中退の若者を対象とした継続のインタビ
ュー調査に取り組み、無業・失業と違法就
労・性風俗産業を行き来しながら働く若者の
移行過程の特徴を明らかにした。 
(3)教育実践に関する研究：申請代表者及び
分担者のうち 2 名は 2009 年から 2013 年の 5
年間沖縄県八重山地区の A 小学校において、
また申請代表者は2012年度に(2)の対象者の
若者が働く繁華街を校区に抱えるB小学校に
おいて、いずれの場合も虐待等が見られる酷
薄な生育環境で育つ子どものいる学級での、
子どもと教師及び子ども同士の関係づくり、
授業づくりに現場教員と共同で取り組んだ。 
特に(2)を通じて明らかになったのは、リ

スク層の若者の生育過程に、その貧困状況と
絡んだ「性」と「暴力」の問題が頻出してい
ることである。それは、(1)(3)からも垣間見
られた点であった。またそれらの問題は、沖
縄の親族関係・地域コミュニティのあり方が
背景となって発生していることも推測され
た。問題解決のためになされるべきことは
多々あるが、さしあたり学校教育が、問題の
存在を直視し、教育実践の課題として取り組
むことが、その要のひとつをなすものと考え
る。 
しかし沖縄の学校教育界では、全国学力／

学習状況調査の全国最下位ショックの影響
もあり、親の教育姿勢と倫理が第一義的に問
われるとともに、学校においてはドリル学習
による個別学習の徹底が推奨されている。そ

のため貧困の中におかれた子どもたちの苦
難を丁寧に読み解き、そのことについて関係
者がじっくりと検討し合うことができない
状況が広がっているように見える。こうした
沖縄の目下の状況を受けて、本研究では、沖
縄における貧困と教育問題に対して、複数の
観点からアプローチし、上記(1)～(3)よりも
さらに総合的な解明を試みることを企図し
ていた。 
 

２．研究の目的 
 貧困という「隠されやすい状態」になって
いる現象を掴むために、本研究では、次の課
題１から３に基づいた調査を実施する。 
《課題 1》 低学歴・不安定就労のリスク層
を対象とした「リスク層調査」 
《課題 2》小・中学校の児童生徒の学力実態
に対する家族・地域の社会階層要因のインパ
クトを測定するための「学力と階層調査」 
《課題 3》貧困問題と直接・間接に取り組ん
できた小・中学校の教育実践の掘り起こしと
それらの検討を行う「教育実践調査」 
て、調査の成果を報告し、沖縄の家族・学校・
地域に現れる貧困の実態に適合した教育実
践づくりの提案を行っていく。 
 
３．研究の方法 
 上記２で述べたが、それぞれの調査につい
て採用した方法は以下のようなものである。 
・《課題 1》の「リスク層調査」では、半構造
化インタビューと参与観察を実施した。 
・《課題 2》の「学力と階層調査」では、文部
科学省実施の全国学力・学習状況調査 2013
年、2014 年の沖縄の悉皆調査のデータ貸与を
うけ分析を行った。 
・《課題 3》の「教育実践史調査」では、文献
調査を行うとともに、沖縄で仕事をする教員
（男女・校種別・コーホート別）へインタビ
ューを実施した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の三点にある。 

《成果 1》本研究の第 1 の課題は、低学歴低
収入のリスク層の若者に対して聞き取り調
査を行い、リスクの詳細な実態、その乗り越
えの可能性、そのために必要なサポートのあ
り方について把握した。 
 2014 年度に出産予定あるいは子どもが小学
校・幼稚園に通い始める予定の対象者がいた
ので、かれらがこれらの局面をどのように乗
り越えていくかに焦点を当て、かれらの学校
体験や家族の再生産過程について聞き取っ
た。かれらの家族形成の多くは、いわゆる近
代家族というような家族形成ではない。それ
よりも日常的におこる暴力に対してどう対
応するかを軸にルーティンが形成されてい
るとみてよい。暴力の生起事態関係的に起こ
り、状況依存的に起こるため、かれらの生活
は流動的にならざるをえない。そうしたなか
で、暴力の最小化を狙い生活せざるをえない。



またかれらのなかには、入籍などを前提とし
ない、親密な関係性として家族形成がなされ
ているケースなどがみられる。だが、そのよ
うな家族形態は、連れ子と実子を同等扱いす
るための儀礼をつくることによって、より親
密性を確認できるような工夫としてなされ
てもいる。いずれにせよ学校が多様な家族の
あり様を認めず、規範的家族像を押し付ける
ことによって、子どもを育てることにともな
う困難さが家族で閉じてしまう可能性があ
る。 
《成果 2》小・中学校の児童生徒の学力実態
に対する家族・地域の社会階層要因のインパ
クトを測定するための「学力と階層調査」 
第 2の課題は、沖縄において、学力実態が社
会階層要因によっていかに規定されている
かを、統計的調査を通じて明らかにすること
にあった。だが今回の調査では、児童生徒の
階層（貧困状況）を確認できる「きめ細やか
な調査」の貸与が叶わなかったため、出題さ
れている問題と問題の質的連関の解明、それ
を教科ごとにどういった性質の連関なのか
の分析を軸に行うことを軸に行った。それと
同時に、一定数の子どもが解けている問題と
解けていない問題の性質的差異の分析にと
りくみ、なぜそうした差異が出てくるのかに
ついて教科の専門家を交えて分析した。 
それらによると、沖縄の小学生の算数の解

答率は高く、中学校の数学の解答率は低いと
されているが、中学校での不正解問題の原理
的理解は小学校 3,4 年に集中していること、
そのため過去問等を利用したテスト対策の
ドリルで一時的に解けるようになったから
といって、原理的理解を含めて問う中学にお
いては解答できていないのではないかとい
うことを指摘した。 
これらの分析からは、原理的に「わかる授

業」をつくらなくてはならないということで
あり、ものごとの原理的理解はどうしたら進
むのかということである。またこれを踏まえ
て、教科に内在的なかたちで領域ごとに「わ
かる授業」の構成の仕方もアドバイスしても
らい、報告書としてまとめている。 
なお、分析の結果をまとめた報告書をまと

め、沖縄県義務教育課への報告会を実施した
ほか、全県の小中学校教員むけのリーフレッ
トを作成し、配布している。 
《成果 3》貧困問題と直接・間接に取り組ん
できた様々な校種（小・中・高）、様々なコ
ーホート（２０代から６０代）の教師たちに
インタビューを行い、それぞれの世代や校種
ごとの教育実践の掘り起こしを行った。それ
によると、多忙の状況がはじまる以前の教師
たちは、家庭訪問を密にしながら生徒や保護
者と関わりを持つことができるが、現在の学
校でミドルリーダーである３０代、４０代教
師たちは、私生活との狭間で時間をさくこと
ができないという思いを抱いているほか、学
校の管理運営を担いながら生活することの
ジレンマも抱えていた。また２０代の教員に

なりたての教師たちは、周りに理解者がいな
いこと、子どものことを中心に学校で取り組
もうとしているものの、それ自体をスタンデ
ィングプレイのように扱われてしまうよう
な職場環境があることに苦悩していた。貧困
に気がついても、十分に取り組むことができ
ないということが多様に語られるものとな
っている。 
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